
⾼設栽培イチゴ（ 慣⾏法と培地レス栽培法）
を対象とした光合成蒸散リアルタイム計測

慣⾏栽培イチゴの光合成・蒸散の光応答

コンソーシアム名称︓培地レスフェノイチゴ

⾼精度フェノタイピングに基づく

イチゴ培地レス栽培技術の確⽴
⾼精度フェノタイピング
による栽培管理最適化

中課題1

光合成計測チャンバによる光合成蒸散モニタリングと環境応答解析、つり下げ型画像計測ロボットの仕様
策定、普及型低コストフェノタイピング技術におけるスマートホンを⽤いた⽣育調査プロトコルの確定、およ
び、数種類の培養液と給液⽅法の組み合わせでの2品種の培地レス栽培試験とこれらの⽣育診断のため
の⽣体情報計測の着⼿し、また、迅速診断法の確⽴と病原菌持ち込み防⽌策や感染予防策を実施し
ており、⽬標に向けて適切に研究を進めている。

フェノタイピング技術開発と環境応答モデリング 根圏を含めた環境最適化技術
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栽培環境計測例
恋みのり̓の褐変（ 左） と分離菌の
接種による病徴の再現（ 右）

病害迅速診断技術

多段化

スマホによる⽣育
調査マニュアル

本研究の背景・課題および⽬的(達成⽬標)

課題に直⾯する国内イチゴ⽣産の再興

輸出急拡⼤の有望品⽬『イチゴ』→急激な⽣産数減

▼⽣産者数の激減( 47% 減)

▼総⽣産量の減少( 19％減)

※2005→2015年

輸出急増
中! ・・にも関

わらず

わが国の稼げる

農業の機会損失

農林⽔産業において
看過してはいけないポイント

⾼い栽培資材コスト 複雑で多様な作業 必須となる環境制御

⽣育状態に合わせた制御培地管理とランナー育成固形培地を⽤いた養液栽培

l 家族経営[10〜30a]
l スマート農業技術導⼊

背景・課
題

達成⽬
標ターゲッ

ト l培地レス栽培システムの開発
→初期コスト700万円/10a(ハウス代
除) ※多段化( 2段)で増収( 2倍)

l新品種に適した栽培法確⽴
→全国展開に必要な栽培マニュアル

l植物診断に基づいた栽培管
理法確⽴→収量低減要因の回避に

よる収量安定化(⽣育ブレ±20％)

稼げるスマート
“家族”農業
農林⽔産業への貢献モデル

2 . 3
⼟地、その他の⽣産資源や、投⼊財、知識、⾦融サービス、市場及び⾼付加価値

化･･などを通じて･･⼩規模⾷料⽣産者の農業⽣産性及び所得を倍増

2 . 4
⽣産性を向上させ、⽣産量を増やし、⽣態系を維持し、気候変動・・に対する適応

能⼒を向上させ、持続可能な⾷料⽣産システムを確保し、強靭な農業を実践

提案のきっかけとなった農林⽔産業･⾷品産業等における技術的課題

敬遠される
理由

AIを活⽤した栽培・労務管理の実現

多 元 的 植 物 ⽣ 体 情 報

環

境

制

御

最

適

化

光合成

環境情報
ü⽇射･温湿度・CO2など

ü施肥･潅⽔など

収穫物情報
ü収量・品質など

優先度が極端に低い
(省略可能な)作業の抽出

栽

培

管

理

労

務

効

率

化

個⼈別作業⾒える化
ü I D W atchy
üクロロフィルパノラマ画像

個⼈基本情報 労務データ
ü労務条件(賃⾦、時間制約)

ü個⼈都合、シフトの希望

⾊づき評価⽣育状態

I oT(P) ロボット センサ

収量予測 最適配置

作業優先順位

効
率
的
シフ
ト管
理労務に合わせた

⽣育調整

付随的な効果
ü省資源化・品質安定化

経営効率化
収益性の増⼤・安定⽣産

1〜3年⽬:ルールベース・モデル
3〜5年⽬:先端AIとの連携

⼀部にAI適⽤

多元的植物⽣体情報ロボット計測技術の開発と低コスト化

つり下げ型ロボットを⽤いた実証試験

上下可動

ロボットの下を作業台⾞が通過

浅井農園(三重県)

装置最下部の
⾼さを床⾯から
2 0 cm 以下に

アグリマインド(⼭梨県)
New!

Air tube

CO2 sensor

H 2O sensor

I n flow  of a ir

Fan

Air flow

Outflow  
of a ir

Air pum p

3 port 
m ag netic va lve

Tim er

Open bottom  
cham ber

個体群レベルでの

光合成リアルタイムモニタリング

CO2 H 2O

気孔

LED株間補光

光合成計測チャンバ

LEDs are ON

from 23: 00

純光合成が正

LEDs are

OFF

純光合成が負= 呼吸

Turning on 

the LEDs

at  23: 00

明確な増⼤

補光コストと光合成増⼤による増収効果を⽐較
することで、適切な運⽤戦略の策定が可能に

商業的⽣産現場における⻑期運⽤

光合成計測チャンバの活⽤③

環境制御型農業生産への実装が期待される
植物生体情報計測技術の開発
高山弘太郎・東海林孝幸・戸田清太郎＜先端的植物生体情報計測技術の開発＞

2020年度 EIIRISシンポジウム「人間を超える、センシングで超える」
2021年2月22日（月）オンライン開催


